平成25年度　栃木支部　春季審査会
5月26日(日)に宇都宮市清原体育館武道場にて宇都宮、足利道場合同による審査会が開催されました。　白帯の受審者の中には、今回初めて最高師範とお会いする道場生もいて緊張感漂う中で、午後1時30分より大石最高師範の号令で審査会が開始されました。基本稽古から、移動、型と進んでいきます。審査会は、これまで自分たちがやってきた稽古の成果を試す場でもありますが最高師範は審査会途中でも受審者の間違った動作に対して姿勢、動きのひとつひとつの意味を解説し指導してくださいました。特に「型」は色帯別に指導してくださり「初級のうちは順番を覚えればよい。しかし中級・上級者になったら、動作の意味を理解して稽古しなくてはならない」と教えてくださり見学している道場生も大変勉強になりました。補強は拳立て・腹筋・スクワットと色帯別に回数を指定され、全員が必死にやりとげ、組手は、白帯から緑帯まで全員が全力で戦いました。
大石最高師範から直接指導を受けるのは、合宿に参加した時だけのため審査会での一言ひとことが勉強になるとともに励みになります。
これからも道場生一同、全力で稽古をしていきますのでご指導よろしくお願いします。　　　　　
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緊張の中、審査会が始まった

















女の子でも負けない気持ちが大切！





全員が全力で審査会に挑む。





全員、必死にやり遂げた満足顔





白帯同士の組手でも真剣だ！





安川さんは5人組手を完遂








親子3人で稽古に通う、中山さん（右側）





組手は、少年部の先輩も相手になる





全　員　で　補　強





安川（3級）さん　平安その五








